
フィラーを無溶剤で分散す
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当社独自の「分散加工技術」と「配合技術」により、紫外線(UV)硬化性モノマー・オリゴマー

へのカーボンナノチューブ (CNT) 分散を実現しました。完全無溶剤設計のため、溶剤乾燥

工程の必要がなく、環境配慮型塗料の設計が実現できます。

開発コンセプト

•完全無溶剤設計

•少量添加で抵抗値が低下

•高透明・低ヘイズ

開発品—1 開発品-2 開発品 -3

モノマー／
IBXA NOAA 4-HBA 

オリゴマ一種

CNT 種 SWCNT SWCNT SWCNT 
液性状

CNT 種濃度 0.10% 0.10% 0.10% 

粘度 (mPa•s/25℃) 23.7 25.6 79.8 

Tl 値 2.1 3.0 2.9 

表面抵抗率（Q／口） 1.0E+09 1.0E+09 1.0E+09 

硬化物
全光線透過率（％） 86.5 80.5 79.5 

性状

ヘイズ値（％） 0.3 0.6 0.3 

開発品-4

2官能ウレタン
アクリレート

SWCNT 

0.25% 

一

一

1.0E+09 

87.5 

0.4 

硬化条件：各分散体を多官能モノマーで CNT 濃度 0.05% になるように混合し、

光開始剤を 5％添加して膜厚 10µmx 照射線量300m」の条件で硬化

塗工外観（10µm)

Dainichiseika 

分散状態 CNT未添加 CNT/0.05% 

その他機能性フィラー分散事例

こんなお客様に・・・

•溶剤を使用したくない

•硬化塗膜の機械物性を維持したい

•外観や光学物性が重要
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評価条件： IBXA 分散体と多官能モノマーを所定の CNT 濃度になるように

混合し、光開始剤を 5％添加して膜厚 10µmx 照射線量 300m」

の条件で硬化した塗膜を計測

※本資料の物性データは特定条件下における当社評価結果であり、保証値ではありません。

CNT関連開発事例

•有機溶剤への分散

•各種樹脂への分散
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•CNT含有 UV硬化型塗料の設計

•高屈折フィラー・低屈折フィラー•シリカ・アルミナ•カーボンブラックなど
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